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一
プ
六
ニ
年
六
月
力

.ねて
三
派

'に岐
れ
て
紛
争
を
続
け
て
き
た
ラ
才
ス
に
、
中
立
派
の
プ

Iマ
殿
下
を
首
班
と
す
る
速
立
成
府
、が
樹
立

.さ. 

れ

ラ

オ

.スの
1̂
勢
枕I

応
平
静
化
し
た
:0

し
か
し
早
く
も
そ
の
瞬
間
か
ら
、

.'
と

.の事
実
は
、
.問
題
の
解
決
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
問
1! 

の

#決
の

€*
妒

め

で

あ

る

と

か

：
さ
ら
に
は
：新
い̂
問
題
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
と

Vう
ふ
う
に
評
価
さ
れ
た
。
つ
ま
り
世
界
は
、

一
面
に
お
い 

て
こ
の
新
迪
立
政
府
成
立
の
囊
を
認
め
な
が
ら
も
、
他
面
に
お
い

.ては
、
こ
れ
に
ょ
っ
，て
ラ
オ
ス
：に
独
立
と
中
立
と
平
和
が
保
証
さ
れ
た
と
は 

考
ぇ
な
：い
か
：ら
で
あ
：る
。
；
換
言
す
れ
ば
ぐ
そ
れ
ば

.期待
と
不
安
め
入
り
組
ん
だ_
局
面
を

1ち
出
し
た

^̂'
な
：ら
な

:ン
い
う
ま
で
も
な
冬
、

」

そ
れ
は
：東

南

ア

ジ7
地
域
に
.お
け
る
重
西
両
陣
営
の
対
立
が
>
:広
く
が
つ
敬
深.知
も
の
で
：あ
る
と
の
認
識
.に
基
づ
い
て
い 

る
ノ
ニ
言
に
し
て
い
え
ば
ソ
と
れ
に
ょ
ら
て
ゝ
こ
の
地
域

^

^

こ

の

点

：
に

関

し

.で

一

東

南

ア

ジ

ア

地

域

に

扣

け

.る

社

ム

罜

義

勢

力

の

進

攻

な

い

奪

は

®

^

 

も

^

■±
り
. .

^

れ

警
4
の

-̂
域
の
矿
興
諸
国
に
対
し
、
.依
然
と
.し
て
隱
然
た
る
実
カ
を
保
持
す
る
旧
宗
主
国
の
既
成
勢
カ
に
対
抗
し
、
：
か
つ
こ
れ
を

.

束

南

ア

ジ

ア

の

新

倩

勢

と

北

ヴ

ィ

エ

.
ト

ナ

：ム

：経

^ -
.'
-

バ

^
^
^
 ̂

.

(

九

，
ノ
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.
'
排
除
し
な
が
ら
南
下
を
漦
す
る
方
向
ぃ
で
あ
る
，
ノ

'こ
：:。
：.

.

:

:
パ

'
:
、
':
.
.
:
:
:
' ̂

:

.

と
め
よ

3な
路
線
と

;1
.
.
て
、

.;
:大
体
欢
：の
：三

运^̂ 

こ
の

各

T
ス
を 

活
用
し
な
ガ
ら
勢
カ..
の
進
出
を
0
'0
ズ
ぃ

.る。
へ
^
^

そ
9
第.1

;
の
路
線
は
中
共
国
境
か
ら
北
ヴ
.イ
エ
ト
ナ
ム.を
経
.て
、:；
;
.ラ
才
ス
、.力
.ン_ボ
デ
ィ
.ァと
、

い
わ
ゆ
る
イ
ン
.

ド
シ
ナ
半
島
の

席
捲
を
八

」

 

囪
す
る
コI
-X
.で
あ
り
、

；：

南
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
：の
統
：一

.問
題
、

V

ラ
オ
ス
問
題
を
 

最
近
ま
で
最
も
重
点
の
お
か
れ
て 

.

.
い
る

路
線
.で
あ
る
。':
て

ぐ

第

'-
*ーー
の
路
線
は’中
共

‘ビ
ル
マ
国
境
か
ら

'-
'

で
あ
り
、
こ
の
路
線
は
，

ー
九
六
〇
年
十
ニ
月
、
中
尖
と
ビ 

ル
：：

マ
の
国
馨
笼
の
成
立
以
来
ゝ
此
較
的
に

-平穏
化
し
て
い
る
-
ゾ

く

 

; 

•

,

證

：の
路
線
は
、

「

チ
べ
ッ
ト
を
め

|
て
紛
糾
し
た
中
，
印

 

イ
ン
ド
へ
の
触
手
を
仲
ば
す
コ

.
1
,
ス
で
あ
り
、
昨
年
九

I

，一
月
の
中

•印
作
の
単
な
る
国
境
紛
争
を
越
え
る
軍
事
的
衝
突
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の

0.
趨
を
憂
慮
さ
れ
た
。
こ
と
'に
戦
闘
で
敗
北
を
重
ね 

ナ
イ
ン
ト

M
ァ

メ

リ

ヵ

イ
ギ
リ

ス

ヵ
ナ
'タ
な
ど
に
武
器
援
助
を
求
め
、

-その
西
方

.：へ
の
接
近
：

g

態
度
は
、
ネ
Iル
首
相
の
.従
来
の
中
立
政 

策
に
と
つ
て
の
矛
盾
を
儒
呈
し
た
。
十一

月
末
、
中
共
側
が
一
力
的
に
停
戦

.
と
.

徹
退
を
声

'明し
て
、

.交渉
に
よ
る
解
決
を
宣
言
し
.た
こ
と
に
よ 

'り
'休
戦
状
態

.に入
つ

た

が

、

そ

の

交

渉

の

前

途

が

注

目

さ

れ

て

い

る

。

:-
'

.'
ン

こ
の
よ
ぅ
に
見
る
と
、
過
去
数
年
の
間
：
社
会
主
義
陣
営
側
：は
、
最
大
の
力
点
を
第
一
の
路
输
に
匱
い
た
と

.

解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
パ
テ
ト
，
 

ラ
オ
軍
の
増
強
、
そ
し
て
ヴ
ィ
エ
ト
.
コ

ン(

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
共
産
党)
に
よ
る
攙
乱
工
作
の
亂
化
を
通
じ
て
、
ラ
オ
ス—

南
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の 

線
に

'重大
な
庄
カ
を
加
え
て
き
た
の
で
あ
る

。
：
：
.

:

.

•• 

.

丨
か
も
ラ
オ
ス
に
お
け
る
中
立
的
な
プ
ー
マ
政
権
の
成
立

.に.より
、
そ
こ
で
は
今
後
は
，さ

し

て

軍

事

的

手

段

に

頼

ら

ず

に

思

想

的

*'
政
治
的 

に
、

Vつ
そ
う
の
浸
透
工
作
を
図
る
こ
と
を
有
利
と
判
断
し
だ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
：こ
こ
：を
前
進
拠
点
と
し
て
、
南
ヴ
イ
エ
ト
ナ
ム
に

し
て
は

:'
ヴ
イ

-ト
*コ
.ンの
潜
入
作
戦
を
軸
に
ノ
攪
乱
；エ
作
の
強
化
を
策
し

.てい
る

。
：：
. 

.

力
く
を
ラ
オ
ス
馨
の一.

応
の
：平
静
化
を
転
機
と
し
て
、
：
そ
.の
後
の
進
攻
路
線

：̂
 

そ 

れ
ガ
前
記
の

.中印
雲
紛
争
の
表
爾
化
を
導
い
た
根
拠
め

.二つ
と
見

f
る
が
、
，
そ
れf
た

i
ド
シ
：ナ
^

'致
し

た

；. 
ノ 

• 

: 

,

:■
. 

:

: 

{

:中
印
国
境
の
休
戦
は
、

ま
た

後
者
の
雨
期
明
け
の季
節

f
当
り
、

；

再
び

.南ヴ
イ
エ
g
 

エ
ト
•
コ
ン
の
活
動
の
證
化

.

と

.これ
に
対

L :
南
ゥ
イ
本
ト
ナ
ム
防
衡
に
：
.積極
的
熱
意

.を保
持

.する
ァ
メ
リ
力
取
の
支
援

.の下
に
、
南
ヴ
イ

ト̂
ナ
ム
軍
の
行
動
の
活
発
匕 

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。：

；

:

•
 

.

:

'
丨

.社会主
：}W

陣
営
仰
の
こ
の
ょ
う
な
陽
動
作
戦
に
対
し
、

.西方
陣
営
側
：も
ま
：す
ま
す
こ
の
地
域
で
の

.'.

反
共
、
防
共
の
意
図
を
強
め
つ
つ
あ
る

。̂.

く
し
て
南

>北
ゥ
イ
土

'トナ
ム
の
統

.一' 問題
の
：解
決
が
、
い

.っそ
う

遵

署

れ

ざ

る

を

え

な

い

，
の

.み.なら
ず
、
東
南
ァ
ジ
ァ
全
地
域
に
百
一
っ
て
冷
，
 

戦

が

激

化

す

る

兆

さ

え

窺

わ

れ

る

。

：

.

/

..
、

こ
う
し
た
新f
の
展
開

I
し

：
東
側
か
ら
の
提
乱S
の
重
要
な
前
進
基
地
と
目
さ
れ
る

f 

若
干 

の
囊
を
試
み
て
見
た
い
。
：蓋
し
そ
の
経
済
開
発
の

I

s

独ITT

統一

問
題
の

'みな
ら
ず
、

ス

‘力
：イ
ボ
デ
イ
ァ
、：

タ
イ
な
ど
へ
の
刺
激
作
用
を
通
じ

.て、イ
ン

ド
シ
ナ
半
島
全
域
の
重
を
規
制

す
る
一
因
と
な
り

3る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

。
'.:」

r 

•

■
 

.
 

.

.

.

.

.

. 

/ 

•

./ 

}

、
.ヴ
イ
エ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
成
立

-;
，」

•

 

.

»•
.,
.
 

.

.

.
•
.
.
.
.
.
.
. 

•

 -

 

...
 

■

 
•

ら

ダ

イ

ナ̂
ム

0.
.
?、長
べ
ブ
ラ
ン
名

^

治̂

ぎ̂

か

れ

,家

_
於

ぃ

»'
,の
蓼

の

分̂
|

れ

轰

で

 ̂

こ

と

に

一

方

S

い
て
，

it
：

,北
統

ニ

ゼ

い

う

政

治

'

S

東
南
ァ
ジ
ア
の
新
情
勢
と
北
，ヴ
イ
エ
ト
ナ
ム
糙
済

.

.

.
:
:

ノ 

：
.

:

:

三
:(

九
a-
.
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V
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- 
■

四
:(

九
四)

-

.

.:.
経
済

‘
の

i
^
M
を
通

^
:
て
：
、
の
：
内

部

的

課

題

«負
洛

；
か

夕

で&
_
:
他
方
：に
¥

い
て
ー
ノ
我 

ら
さ
ざ
る
淹
ん
な
い
：。

」

し
た
が
へ
つ
て，
^̂

に
な
る
。
し
た
が

0て
、
へ
本
節
に'#
い

て

は-'
-

エ
ト
ナ
ム 

民
主
典
利
固

.の成
立

.の.；経
!4
に

'関し
......

：
衡

単
.に触
.れて
.：おく
必
要
、が

..
あ
る

.'.

と
思
ぅ

。
.

：
.

.
.

:

.

一

v
.
,
1
'A
A四
.年以
来
フ
ラ
：ン

^
,
0
植
民
地
的
統
治
下
に
服
し
、
か
づ
戦
時
中
は
日
本
の
占
領
行
政
下
に
お
が
れ
た
旧
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
は
、
日 

.

.

本
の
敗
戦
と
共
に

::
'独
立
国
へ
，

Q1.

歩
を
踏
み
出
し

':
た
。
す
な
わ
：ち
戦
時
中
か
ら
、
；：

「

反
帝
国
主

^
反

■ファ
シ
ズ
ム
、
，-
ヴ

.：ィH.

ト
ナ
ム

J 

を
ス 

>丨
ガ

：
ン
：
と

：し

：
て

、

反

仏

パ

反

旧

め

主

作

を

，
続

：
け

て

.：いた
；ヴ
ィ^
^
^
ト

ナ

今(

越
南)

.：独
立
同
盟
会
は
は
、,-
:終
戦
後

、
.
三
民
主
義
を
奉
ず
る
ヴ
ィ 

H

ト
チ
ム
国
民
党
：と
獍
携
じ
：
て
:'
ー
 
九
：四

3:
年

九

月

：
音

、

ダ

ィ

エ

，
：
ト

デ

；
處

 

越
南
同
盟
会
委
員
長
の
ホ

I•チ 

丨
フ
ミ
ン

'

(Ho CM'Minh.

胡
法
明)
が
大
統
領
に
、
国
民
党

.の指
導
者
グ
工
ン

•ハ
イ

•タ
ン

：

(Nguyen Hai Than )

が
副
大
統
領
に
就
任
し 

た

-こ
れ
が

'いわ
ゆ
る
ホー

.
；

チ

L
:
rvv政
権
の
成
立
で
あ
る

'0
'
 

: 
？

そ

.し.て旧
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に

..
和
平
交
渉
を
行

.い-'
-
.
一

 
九
四
六

.年一
一
一
月.に.予■協
定
、
同
年
九
月
に
暫
定
協
定
を

.結び
、
■一
 
時
^
生
の 

...

ヴ
ィ
エ
ト
ナ

<民
主
共
和
国
に
は

.平和
な
発
展
が
訪
れ
る
か

.に見
え
た
。
し
か
し
同
年
十

.一一
月
、
，■ト
ン
キ
ン

に

お

け

る

フ

ラ

ン

ス

軍

と

ヴ

ィ

エ
 

ト
ナ
ム
人
の
撺
突
を
導
火
線
と
し
て：

両
者
間
；の
全
面
的
武
力
衝
突
；が
始
ま
り
、

_そめ
.後t

九

■五四
年
七
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
■に
お
け
る
休
戦
協
定 

に

.い.た；る
ま
で
、.八年
間
に
わ

.たる
悲
劇
的
な
イ
ン
ド
シ

.チ；戦
争
を
続
行
し
た

。
.
，.

そ
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
は
ダ
エ
ン
朝
第
士
一
代
の
皇
帝
、
'ハオ
ダ
イ
を
擁
立
し
、I.

九
西
九
年
三
月
、
オ
リ
オ
丨

ル
大
統
領
と
、、ハ
オ
ダ
イ
皇
帝
と
の 

間
で
.、

「

フ

ラ

ン
ス
速
合
の
枠
内
に

.おけ

.る
ヴ
ィ
エ
ト
ナ

ム

の

独
立」

を
承
認
し
た
。，
そ
し

.て.この
独
立
協
定
に
銮
づ
い
て
、
同
年
七
月
に
、
、、ハ
 

オ
タ
イ
を
元
：培
と
す
る

1ヴィ
エ

：
ト

ナ

：
：
ム
，
国

：

(

バ
オ
ダ
：イ
政
権)

.が成
立
し
た
。：
な
お
フ
ラ

.ン，ス
政
府
と
バ
オ
ダ
イ
政
権
は
一「

九
五
四

年

六

月

こ、 

前
協
定
を
修
芷
す
る
独
立
条
約
に
仮
調
印
し
た

。
.

し
力
も
同
年
七
月
の
休
戦
協
定
に
よ
々
、
：：ヴ
イ
：千
ト
ナ
仏
：は
：ほ
；ぼ
北
德
十
七
渡
線
を
境
と
し
て
、
：南
北
に
分
割
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
同
時
に 

一
ブ
五

i 

ノ
年
も
.
月
に
.

挣
北
統
一
選
挙
を
行
ぅ
旨
を
寡
ロ
し
た
。

し
か
^

な
が
ら
ヴ
イ
チ
ト
'.

ナ
ム
：国
は
、
：
休
戦
協
定
へ
の
不
参
加
と
五
四
年
の
独 

，立
条
？
を
橄
に
、'
 

統

」

選
挙
に
反
対
の
態
度
を
保
持
し
た
.。
加

え

て

フ

ラ
ゾ
ス
の
服
備
政
猶
的
な
色
彩
の
強
か
っ
た
、、ハ

ォ
ダ
イ
政
権
に
対
す
る
国 

'

民

の

不

満

と
:.

反
共
の
立
揚
か：

ら
こ
れ
'
を
支
援
し

V

き
た
ア
メ
リ
ヵ
の
不
信
は
、
_:バ
'

オ
ダ
：：イ
の
失
脚
を
.
導
き
、
遂
に
一
九
五
五
年
十
月
の
ヴ
イ
エ
： 

,

ト
ナ
ム
国
国
内
の
国
民
1

挙
に
'
よ
っ
て
、

、！}

 
I 

.

デ

イ

ン

，
デ
イ
エ
ム
が
信
任
さ
れ
'

彼
，

g

•
'国
名
を
，ヴ
イ
エ
.

ト
ナ
ム
国
か
ら
'ヴ
イ
エ
ト
ナ
ム
共
和 

国
に
改
め
、

自
ら
.
は
.
総

統

(

大
統
領)

の
地
從
に
就
い
'

た
。
：
：
：

.；

.

へ

.

■'

-.
 

•

 

*.
 

-

 -

 

•

 
•

 
•

 

•»

 
.

 

I

こ
れ
に
対
し
、
:

ホ

チ

ー

：

、
、

ン
：；

を

首

，班

と
■
す
る
：ガ
イ
チ
ト
ナ
：ム
民
主
共
和
国
は
、
終

始

|

貫
、,
統
：一 .

選

挙

を

強

く

主

張

す

る

と

共

に

、
.、
国

卜
'.
#

讳
の
®

化
に
努
め
、

こ

と

彥

-

ネ
ー
ブ
休
戦
協
定
に
よ
る
分
割
後
は
ン
中
-

ソ
両
国
の
援
现
の
下
に
、
漬
極
的
匕
涯
済
再
建
に
着
手
し
た
。

.

 

.....
 

.

 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

•
 

'
 

•

ヵ

く

し

て

南

北

ヴ

イ

エ

ト

ナ

名

分

裂

と

对

立

は

、：.
恒
久
化
の
_

を
谏
め
つ
_づ
；現

夜
I

ん
で
い
る
。
. /
.

つ
ま
り
南
ヴ
.
イ
エ
；ト
ナ)

ム
'

で
は
、

ゴ 

■

ア

ン

•

テ
イ
エ
ム
總
統
を
指
導
省
と
：す
る
ヴ
イ
土
._

ト
ナ
ム
共
和
国
が
、
.：
と
く
に
ア
>

^

1

勢

を

迸

化

し
O '

つ
あ
り
、
他
方
北
ヴ
イ
ラ
ト
ナ
ム
で
は
、
.

ホ

丨
-.
.

チ

ー

，
ミ
ン
大
統
領
の
率
い
.

る
ヴ
イ
エ
ト
ナ
：ム
民
主
共
和
国
が
、
中

.
ソ
を 

主
体
と
す
る
共
産
圏
諸
国
.

の
物
心
両
面
か
ら
の
支
持
を
得
て
、
着

：々

と
国
家
建
設
を
進
め
' ̂

'

そ
し
：て
れ
年
の
.

フ
ー

ブ
中
立
政
_

の
成
立
を
契
機
と
す
る
ラ
：才
ス
情
勢
の
新
展
開
が
、，
，両

ヴ

イ
n

:h
^

A

に
対
し
て
、
複
雑
微
妙
な
影
響
を
与 

え
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
；
既
述
の
如
く
で
^

る
。

^
,
:
. 

-

■

-

.

-

'
;

■'
, 

.

■

:
.

■

.

-.
:

-

:

■

..-

 

:: 

.
卜 

.

■

:

'■
,

■■
.
.
,

■

ス
注
1

)
.

1

九
五
四
年
七
月
に
成
立
^

た
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
ツ
チ
休
戦
に
関
す
る
ジ
；• -

ネ
ー
ブ
協
定
は
、
,
ヵ
：；ン
ボ
デ
イ
ブ
休
戦
協
定
、
ラ
ォ
ス
本
1

岛

定

、
ヴ
イ 

エ
：ト
ナ
ム
休
戦
協
定
の
三
'

つ
の
文
書
よ
.
り
な
り
、
通

称「

括

し

そ

し

て

と

'
れ
が
根
拠
と
な
っ
.

て
.
、
.
旧

^
^ |
イ

ン

ド

シ 

ナ

は

ヵ

ン.ボ
，
テ
、
イ

ァ
3 £

国

、

ラ

ォ

ス
..

王

国

と

、

南•
北

ヴ
.

イ

エ

ト

ナ.ム

に

四

汾

さ

れ
.
る
こ
と
に
な
っ
た
。
、た
だ

^

ヴ
イ
エ
ト
'

ナ
ム
'

休

戦

崖

太

、
も
と
も
と

「
：

双
方
の
戦
勖
状
璧
終
結
と
い
.
ぅ
軍
麗
題
の
解
決
を
主
な
S

的
と
、じ
.
た
も
の
で
あ
り
、
ダ 

っ
た
。
 

東
南K

ジ
ア
の
新
情
勢
：と
北
ヴ
イ
エ
ト
ナ
ム
■
経
済
'
 

.

■

>

:

•

:'

ユ

-(

2 :)

'



.

'

.六：(

九
六)

'

:

:、
し

：た
ヵ
：
つ

;5
::-
-
-
-
*
年

後

め̂
^

:

:

:
:
;t
か
し
英
際
上
：の
：問
屑
.̂
し
.

^

ベ

，
南

：の
ヴ
ィ
ー
ヱ
：
ト
：
ナ

ム

典

和

国

ン

■

.:

.• 
..... 

.: 

:
 

..

••
-
■
-..........

 
-

•

. 

.'
'
'

■
 

-
 

■ ■
 

- 

.

-

*-
■

'

■
 

.

!

■

.

-
 

-
■
..
'

.
.I

ぐ'
-ン
：.

；：

.

. 

—

■
.
.

•■
.''-*
'

北

ヴ

ィ
 ̂

- 

' 

• 

. 

.
 

.

. 

- 

• 

.

.
一
九M.

四
年
の
平
和
回
復
の
：当
時
、
，

.北
^

さ

*
,交通
路
線
は
ぎ̂

^
^て)
た
。
，
フ
ラ
 

殆
ど
潰
滅

0状
態
に

そ

こ
.で

先

ず

；

T
T

ウ

ィ

，

H

卜

ナ

ム

は

ン

ー
'
;九

五
.五—

五

七̂

の

兰

年

間

を

、
経

済

復

興

期

に

^

て
、.
土

地

改

革

を

中
'
心
.，に

経

済

再

建

に

着

手

し

た

，。 

そ

し

：て

こ

の

期

間

の

.成

果

を

基

礎

と

：心

て

、

:'
'

経

済

発

展

と

改

造

；お

ょ

が

.文

化

発

展̂

関

す

る

：ー

ー

ー

々

(

一
九
五
八
丨
六
〇
年

)

を

実

施

し

、
.
さ 

ら

に
1

九
六
ー
：
年.ょ

り

社

会

主

義

建

設

第

ー

次

五

>

年

計

画̂

1
—済
発

展

と

改

造

：
お

ょ

び

文

北

発

展

、
に

関

す

る

三

ヵ

年

計

画

；
の

概

要

.：

::
'

ゾ

へ

丨
 

’

こ

の

f =画
にお

Iで
.は農
民
手
エ
業
者
等
の
飾
人
経
済
と
資
本
家
の
：私
営
経
済
に

■対し
、
国
営
経
済

.の拡
充
を

.はか
り
、
社
会
主
義
的
改
告 

を
完
成
す
る
こ

.'
と

.を'、
.'

そ
の
目
標
と
し
ハ
と
く
に
；次
の
三
占

重̂
点
を
お
_忘 

へ

;

S
V
.

食
糧
問
題
：の
解
決
を
主
要
目
的
と
す
る
農
業
生
産
の
発
展
お
ょ
び
資
本
財
の
増
加
と
向
時
に
消
費
財
生
産
の
増
加
を
も

目

的

と

す

る

工

業

生
産
‘の
発
展
。
：

.

,
.
く

 

.
：
：

-
: 

ノ
-

-

■

.

 

.

 

..
 

..
 

.

 

. 

.

.

..
 

. 

.

 

.

 

•

 

.

 

.

 

...

• 

. 

.
.
V

 

• 

.

M

V
社
会
主
義
政
策
に
基
づ
き
、
国
家
経
済
.の
強
化
.を
目
的
と
す
る
。
個
人
ま
た
は
私
的
経
済
の
国
営
経
済
へ
：の
改

造

。

S

ヾ
農
業
お
よ
、び

H

業
生
産
の
：増
強
に
よ
る
物
質
的
‘
文

化

的

生

活

の

尙

上
. 

V

'

そ
し
て
上
記
の
基
本
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
農
：エ
業
の
聡
生
産
価
額
ほ
、
ニ
九

.六〇
年
に
は
、

五
：七

年

て

七

八

％

_
加
す

る

こ
と
を
期
し
、
そ
の
う
ち
農
業
生
産
の
総
額
は
七
三
•
六
％
増
、

エ
業
，
手
エ
業
生
產
の
総
額
は
八

.六
，
四

％

增

を

，
予

定

：し

た

.。

ま
た
一
九
六
、

〇
年
に
お
け
る
農
，

‘工業
総
生
産
高
の
比
率
を
、
農
業
六
四
•
，七

^

工
業
三
五
•

三
％
の
割
合
と
し

、

工
業
の
う
ち
で
近
代
工
業
の
占
め
る
率 

を
.一
四

•.四％
と
し
た
。
 

.
•
.

.、
そ
の
他
の
削
画
目
標
数
字
は
、_

妓
で
は
省
略
す
る
が
、

一
九
五
；八
年
か
ら
六
〇
年
に

^ ,

,た|る三
‘ヵ年
間
に
、
.よ
く
社
会
主
義
的
改
造
の
目
的
を 

達
成
し
え
た
か
否
栗
は
別
と
し
て(

こ
の
点
に
つ

.ぃて
は
、
次
節
の「

北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
：の
経
済
情
勢」

■ •
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
実
証
的
に
検
討
す
る)
、

そ

の
一
免
の
成
果
の
上
に
、
一
九
六
一
年
以
降
、
い
わ

.ば本
格
的
な
社
会
主
義
建
設
第
一
次
五
，力
年
計
画
の
採
用
に
ふ
み
切
つ
た
と
見
る
こ
と
が
で

.
き
る
。

. 

,

:■
, 

:

.

.
に
社
会
主
義
座
設
第
ー
次
五
ヵ
年
計
画
め
概
要
：

.

.

.

. 

■ 

•

.

.

.
 

. 

.

.

帘
掲
の
H

ヵ
年
則
画
が
、

ー'
九
六
〇
年
末
で
終
了
す
る
に
.先
立
ち
、
北
ヴ
ィ
エ

.
ト
ナ
ム
：で
は
、

ー
：九
六
〇
年
九
月
ー

•一
一
日
の
両
日
に
、
建
国 

十
五
周
年
記
念
慶
祝
大
会
を
開
僻
し
、
続
い
て
九
月
五
日
か
ら
十
日
'に
い
た
る
六
日
間
に
わ
た
り
、

ハ
ノ
イ
で
ヴ
ィ
エ
-ト
ナ

ム

労

靈

證

次

全
 

国
代
表
大
会
を
開
V

て
.
,平
和
的
統
1
>
平

和

.
独

立
•
民

丰

，
當
強
な
国
家
を
建
設
す
る
た
め
に
.、
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
.を
社
会
主
義
化
の
道
に 

向
つ
て
^
進
さ
せ
全
国
的
な
範
囲
で
民
族
人
民
民
主
革
命
を
完
成
す
る
こ
と
を
住
務
と
す
る
労
働
党
の
使
命
に
つ
い
て
討
議
を
^

つ
た
。
.

と
の
大
会
で
、

)

一，九
六
一
年
よ
り
発
足
す
る
第
ー
次
五

*年
計
画
の
；任
務
：と
方|»
1
.
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
レ
紙
純
、
そ
れ
に
よ
る
と「

北
ヴ
ィ 

エ：ト
ナ
ム
は
三
力
年
則
画
の
実
現
以
後
、
社
会
主
義
建
設
時
代

8
ら
な
付
れ
ば
な

ず̂
、第

：：j

次

5:
ヵ
年
計
画
は
泰

.に
^
^

な
糸
口
に
あ
た
る
：

」

へ
と
し'H：

:
「

太
幅
に
生
產
カ
を
：発
展
：さ

拿

：

_新
し
'い
生
産
関
係
を
強
化
龜
展
さ
：せ
；て
、

:
.わ
が
国
北

す)

を

-¥
く

.:
カ
頭
く
着
実
に
対
会
主
義

'に向
つ
て
邁
幕
さ
：せ
よ
う
と
す
る
に
は
，、

.われ
わ
れ
は
、
第『

次
五
ヵ
年
計
画
期
間
中
に
奪
闘
努
カ 

し
て

' 初
^
ぎ
：に
社
会
注
義
エ
業
北
を
実
現
む

>
*
尜
的
に
社
会
主
義
の
物
質
的
;-
抜
術
的

_礎
淹
識
く
：と
共
に
、
.
社

会

主

義

改

造

を

完
成
し

::

萊
南
.ァ
ジ
^
の
渐
情
勢
と
北
ヴ
ィ
エ
ー
十
ナ
ム
経
済
'
^̂
、 

：
.
匕
；
'
、
L

n
 
ノ



. 

;.
A (

九
八)

て

.：：わ
が
国.の経
済
を
し
て"
^
^
^
^
^
^

:
>.
ぷ

自

標

を

実

現

す

る

た

：め0第ー
；
次
.五ヵ
年
計
画©基
本
任
務
ー
は
、
：
；
次

の

如

く

で

あ

る

？

;-
丨

'
' 

'

“
工
業
と

_
を

產

に

発

展

さ

せ

、
初
歩
的
に
重
工
,

優

先

発

展

裏

現

す

磐
 

食
品
工
業
と
軽I
を
発
展
さ
せ
、
交
通
連
輪
業
を
発

S
せ
、•
国
営
商
業
と
合
作
社
商
業
を
強

^
^
^

■;
の
国
家
と
す
る
た
め
の
菡
礎
を
準
備
す
る

。
.
;
:
.
：
.:

3

ii
c業手
工
業
パ
小
売
商
お
よ
び
私
営
資
本
主
義
エ
商
業
に
対
す
る
社
会
主
義
改
造
を
完
成
し
ぐ

 ̂

制
と
集
体
所
有
制
と
の
間
の
関
係
を
緊
密
に

1>
て
、

.全国
民
経
済
の
な
か

.に
社
会
主
義
的
生
產
関
係
を
拔
げ
る
。

：

：

;い
人
民
の
文
化
水
準
と
社
会
主
義
的
自
覚
を
高
め
、
経
済
建
設
の
幹
部
と
熟
練
労
働
者

.の養
成
工
作
を
大
幅
；に
推
進
し
て
、
幹
部
、
労
働
者 

お
よ
び

■
人
民

'の；経
済
管
理
の
能
力
を
高
め
る
。
科
学
技
術
工

0

社

会

主

義

経

済•
'
文
化
の
た
め
，
の
要
求
に
役
立
た
：せ
る
。

.

..:
'-
ン

.

;

丨 

：

，

： 

.

(-
労
働
人
民

Q

物
質
的

•
.
文
化
的
生
活
を
さ
ら
に
改
善
し
て
、
わ
が
国
人
民
の

.衣食
住
裏
足
さ
せ
、
健
康
を
増
誉
サ
学
習
が
で
き
る 

よ
ぅ
に

.し、
公
共
の
福
祉
事
業
を
弘
め
、
農
村
と
都
市
に
お
け
る
新
し
い
生
活
を
ぅ
ち
立
て
る
。ぐ 

'-パ

沐

：
経
済
を
籠
さ
せ
る
と
同
時
に
、
国
防
力
を
強
化
し
，
社
会
の
蒙
秩
序
を
強
め
，
北
部
の
社
会
主
義
建
設

.事業
を
護
る

。
•

,
.
以

上：

の
五
項
目
；の
任
務
は
密
接
な
関
連
を
も
ち
、

..
す
べ
て
北
部
の.社会
主
義
的
物
質
と
技
術
の.
初
歩
的
建
設
を
保
証
す
る
_

と
な
る
も
の
で

あ
り

.ま
た
北
商
の
各
方
面
の
力
量
を
強
めV.

、

北
部
を
し
て
、
簾

の

統

一

実

現

.の
た
め
に
闘
争
し
て
い
る
全
国

人
民
の
よ
り
強
い

基
礎
と
す 

る

%'
の
で
あ
る

」

と
説
い
：て
い
る。
.

J 

. 

' 

■

り

.

V 

.

前
掲
の
引
用
は
、
党
大
会
に
お
け
る
綜
合
報
告
か
ら
の
：も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
頗
る
野
心
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
聊
か
網
羅
的
で

I
の
感 

を
免
れ
な
い
。
し
か
し
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
が
、

.

.
前
の
三
力
年
計
画
か

I
:いわ
ゆ
る
社
室
義
的
改
造
の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
企
図
し
つ
つ
、
こ

の
五
力
年
計
画
の
下
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
を
期
し
て
、
社

会

主

_

経

済

化.への；基
盤
構
築
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
強
い
意
欲
を 

読
み
と
る
こ
ど
，が
許
さ
れ
よ
う
。
：

:
'

嘗
て
の
仏
領
イ
ン
ド

.シ...

ナ
ヵ
ら
西
分

.̂
.れ.た形
'でし
力

.%:
%̂|
な
イ
ン
ド

■■
シ
ナ

.戦#:
を
経

.た後
で
の
経
済
齋
設
が
、

.容易
な
.も
の
で
な
い
こ 

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

.しか
も
ソ
連
や
と
く
に
中
共
の
根
強
い
：接
護
の
下

、̂

.ア
ジ
：
ア
，
に.
お
け

'る：い
わ
ば
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
の

 
一
■
と
し
て 

.の抬
頭
を
目
指
す
と
い
う
そ
の
政
治
的
目
標
か
ら
見
て
も
、
何
よ
り
も
闺
内
の
思
想
的
統
一
：

.の#進
ど
共

.に、
よ
り
'現

実

妁

に

経

済

建

設

め

浓

力
な
前
進
に
よ

を
国
民
生
活
の
向
上
と

い
う
実
質
的
な
裏
付
け
を
確
保
す
る

と
い
う

要
請
1 C

当
面
し
て
：い
る

こ

と
を
指
摘
で
き

る

。
加
う

る
に
ラ

.
 

.
 

•.

オ
ス
問
題
の
展
開
が
、
ブ
ラ
ス
に
せ
よ
、

'マイ
ナ
ス

.にせ
よ
、：
ま
た
一

：つ
の
付
加
的
要
因

.
と

し

て
作
明

し

て

い

るこ
と
を

認
め
な
く
て
は
な
ら
な

こ

5し
た
複
雑
な
内
外
情
勢
の
下
に

.おい
；て
、

五
力

年
計
画
が
予
想
通
り
進
展
し
て
：い
る
か
杏
か
、
'遺
憾
な
が
ら
最
近
の
情
報
を
手
許
に
有
し 

な
い
。
た
だ
補
！
的
に
、

前
記
の
蓬
一

.回党
大
会
の
顧
告
の

.なか
で
示
さ
れ
た
本
計
画
の
具
体
的

.な目
標
数
字
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

'第一
次
五
ヵ
年
計
画
，の
自
標
年
次
で
あ
る
ー
九
六
五
年
ま

.でに
,-
'7:
業
と
手
ェ
業
の
総
生
産
高
；は
、
. 
一

'•
九
六

O'
年
に

•比較
し
て
、
一
四
八
％
へ 

ン
の
增
加

.が予
定
さ
れ
る
。
そ
：の
う
ち
第

.一部
類(

生
産
手
段)

.は一
二
五
％
、

.■
第
二
部
類(

消
費
資
料)

は
一

1
6
%
で
あ
る
。H

業
総
生
産
高
の 

年
平
均
增
加
率
は
ニ

.
0
%
、
第
一
部
類
は
ニ
五

‘八
气
第11.

部
類
は
一
六
％
で
あ

$

.

.
農
業
の
面
で
は
、
一
九

■六五
.年の
総
坐
產
高
は
、
一
九
六

0年
の
計
画
因
標

.に比
較
し

.て、
約
ー
ハ
，
ー
，
％'の増
^ ̂

年
平
均
^
加
率
は

1〇
％

で
あ
る
。/かく
し
て
一
九
六
五
年
に
お
い
：て
、

I，

ェ

.農業
の
総
生
産
高
の

$ち
、

i業
と
手
工
業
が
五
一%、
農
業
が
ほ
：ぼ
四
九
％
を
占

■める
こ
と

..
に
な

.る？

. 

:

.

.

 

.... 

;

:

と
の
五
ヵ
牵
間
に

->
国
家

'が経
済
と
文
化
の
基
本
建
設

.に使
用
す
る
投
資
総
額
ば

.2:

.ー億
、ド
ン
で
あ
ヴ
、
财
政
支
出
の
約
四
八
％
を
占
め
、
過 

去
五
年
間
の
投
資
総
額
に
比
べ
て
、

:'
一
，
五
倍
増
と
な
る
。

''
.この
五

5
^ンの
う
ち
，

生
産
部
門
に
用
い
ら
れ
る
の
ば
八
ー
ー
％

で
あ
る
。

*

東
南
ア
ジ
ア
の
r

情
勢
と
北
ゥ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
経
済
,
 

L 

.

Lヽ
t
h
y
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一
〇

(

一
〇
〇

)
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:;
»営
13
1遞
門

の

勞

働

生_
は(

:
'■

幹
部
の
教
育‘
#成の
面

建

、

歲

見
込
一
ん一.

で
：.

い
：.る。
：
v
v

'

.
y 

.
0
 

へ

 ̂
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;'
P

.
'
.
J
.

外
力
.を

.

な

聖

プ

年

内

に

：

 
一

.二
霊

■
の

.太学
卒
業

の̂

 

.

, 

力
くし

：：H

生
産
；力
発
展
し
：

生
産■蒙

^
^
^

T

、v
約
H

〇
％
上
：
#:
す

る

予

毫
I

。
：.
:八

.

. 

.

を

.

.

.

. 

.
 

...

..
 

•
 

.
 

,
 

-

(

は

。
本
節
に
ぉ

I

引
用
は

-
顚

(
1

九
六V

丄
ハ
五)

」

に
拠
っ

'
:
■
 

■ 

一.
 

:
 

: 

.
 

、
 

一
 

： 

.

'

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

-
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■

'
.

■.
 

...
 

.
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•
. 

.

■
;
'
■
. 

.
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-

.
 

'

二
一
一
、
北

ヴ

ィ

エ

ト

ナ

会

.

 

:
 

.
.

.

 

<-

 
•

 

'

 

V
 

,

前
節
に

.解明
し
た
三
力
：年
計
画
お
ょ
び
第X

次
五

.
4計
画
の
実
施
過
程
を
通
口

^
^

を
示
し
た
か
、

.その
概
況
を
検
討

1>
:て
見
ょ
ぅ
。

.
,
へ 

.
：
：
'

.
K
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

....

.

V九
五
四
年
か
ら一

九
六o

年
專
の

.間に
、
北
ヴ
.ィ

エ
ト

£
の
総
：量

生

產

露

’生
產
歎
か
ら
見

 ̂

す 

な
わ
ち
大
規
模

.工業
と
中
小
工
業
の
企
業
数
は
四
置
ら

.ニ 

o五に
増
大
し

、
.
ま
た
国

f

s労
働
者
数 

以
下
、

S
発
展
の
状
況
を

•
'
'
重
工
業
部
門
、
董

業

部

門

、

f

l靈
設

部

S

Iに
分

け

て

概

観

す

る

。
'

I

I
 -

 

. 

- 

.
V 

V

)

：：
 

'
: 

■

ウ

イ

エ
ト
ナ
ム
民
棄
和
国
ガ
，

フ
ラn K

占
領
下
の
諸
都
市
を
着
し
た
時
に
，は
、
戦
乱
の
裏
の
結
果
と
し
て
、

'
.
大
量
の
機
械

5
術
渴

係
の
文
献
は
破
棄
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
持
ち
去
ら
れ
'て
い
た

。

そ

し

て
残
存
し
て
い
た
：す
、、へ
て
の
工
場
は
、：
機
能
を
摩
止
し

て
い
た
。

尤
も
、
，過
去
長
き
に
亘
る
フ
ラ
ン
ス
の
統
治
下
に
お
い
て
、

.その
反
工
業
化
政
策
の
適
用
に
基

.づき
、

一
般
に
土
業
建
設
の
状
況
は
貧
弱
な
も

•
 

-

の
で
あ
づ
た
。
す
な
わ
ち
主
と
し
て
資
源
獲
得
を
目
的
と
し
た
鉱
業
の
外
は
、
機
械
工
業
と
し
て
若
干
の
機
関
車
，
自
動
車•

船
舶
等
の
修
理
工 

場
が
あ
っ
た

.にす
ぎ
ず
、
，
鉄
鋼
業
は
荏
在
し
な
.か.った
。
" 

,
.
r 

^

;
‘
.

.こ
の
ょ
ぅ
な
事
情
に
対
処
し
て
、
北
ヴ
ィ
工
:■

ト
ナ

.ム政
府
は
、
ま
ず
第

.一に
消
費
財
エ

.業の
®旧
，を
囪
る
と
同
時
に
、
緊
要
な
生
産
財
工
業
の 

建
設
を
決
定
し

.た。
：
.そ
.の結
果
と
し
て
、

一
九
五
七
年
末
に
は
、
；

_エ業
.
.
手
工
業
の
生
産
高
は
、：
戦
前
最
高
の
実
績
を
示
し
た
年
で
；あ

る
一
九

兰 

〇
年
の
水
準
に
到
達
し
た

:°
す
な
わ
ち
電
カ
、
右
炭

-'
'セ
：
ソ

ン

ト

、燐
鉱
、
燐
灰
石
、
建
築
資
材
等
が
、
そ
の
：主
な
る
内
容
を
な
し
、
こ
れ
ら
は 

_内
消

^
!
:
な
ら
び
に
輸
出
向
の

.ため
に
生
産
さ
れ
た
。
 

' 

.

. :

さ
ら
に
既
掲
の
，1

九
五
八
年
に
は
じ
ま
る
経
済
文
化
発
展
三
力
年
計
画
の
実
行
を
通
じ
、
北

'ヴィ
.エ>-
ナ
ム
政
府
と

.労働
党
は
、
生
産
財
工
業

の
発
展
，を

♦な
り
童
視
し
た
と
見
ら
れ
る
：

.。そ
の
成
果
と
し
て
，
北
ヴ
：ィ
エ
ト
ナ
ム
の

.工業
構
最
に
根
本
的
な
変
化
が
起
り
、
エ
業
総
生
1

員
の

.
 

.

. 

.
 

.
 

.

.

.

中
に
占
め
る
生
産
財
の
比
重
は
、
，ー
ー
九
真
五
年
の
ニ
七
％
に
比
べ
て
、一

九
六
〇
年

.には

.三：五
％

に
增
大
し
た。*-
. 

'

.そ
の

m
l
A
J
L
v
^

、

..
い
く
つ
か
の
：機
械
工
場
が
復
：旧
か
つ
挝
大
さ
：れ
、
ま
た
ソ
連
邦
の
援
助
に
ょ
る
近
代
的
な

'パ.ノ
ィ
機
械
製
造
エ
場
が
建 

設
さ
れ
て
、
：
多
種
類
の
中
型
な
ら
び
：に
小
型
の
エ
作

^
^
.
.

の
生

«を
開
始
し
た
。
そ
し

.てこ
れ

.らの
：工
作
機
械
の
供
給
は
、：軽
工
業
と
農
業
の
発 

展
に
大

.いに
役
立
っ
た

.と■解さ
れ
る
。
か
く
し
て

.一”在

爾

さ

れ

、
：
ま
た
と
ー
く
に
'ー'九
：五
九
年
と
六
0
年
の

.間に
、41

'
.
產

は

四

倍

に

な0,た
と
い
 

■:

「
；

こ
れ

.に次
ぐ
第

t

次
五
：.力年
計
画
に
お.いて
は
、
，
さ
ら.に重
：
エ
，
業

の

：
優

先

的

発

展

が

強

調

さ

れ

る

ど

共

：に
_
、
、
農

業

お

ょ

び

軽

工

業

の

発

展

を

も
 

重
視

1.
ぐ
こ

.れに
っ̂
て
、ィ
：北
ヴ
ィ
エ
：ト
ナ
：ム

を

奮

的

な

議

国

：か
ら

”

^
^
0 

V 

'

り)

：
.

.

,
...

ニ
柬
南
ア
ジ
ア
の
新
愦
勢
と
北

ヴ
ィ
.エ
トナム
経
済 

：

：
.

ニ

.(

101

)



'

軽工業部門ミ：

V-
前
述
の
エ
作
機
械
エ
業
；の
建
設
と
共
に
、
消

費

財

エ

擊

去
六
年

；の
：間i

消
費
財
の
総
生
產
M:

値
は
ほ
ぼ
兰
五
0

%
増
^'
ん
た
ど
い
：わ_れ
る
。
；
：
が

-.
'

■;
:こ
€>
期
間
釭
建
設
さ
れ
た
国
営
消
費
財
エ

.場の
数
は

<四
：に
達
し

「

^̂

魚
罐
詰
工
場4
,';''
チ

：
エ

コ

鐘

助

に

ょ

案

材

加

 

文
房
具
工
場.：

一.

,'.

嵌
鄉

31
場
：
1;>
'
"
縫
物
工
場

T 

ゴ
ム 

土

場

、

.煙草
31
場
ノ
精
糖
エ
場
、',
電
池
エ
：場
な
ど
が
建
：設
さ
：れ
た

。
.

::

. ■

•

fl
i方
に
：お

V■て
■旧来
か
ら
存
在
し
た

.エ.場で
復
旧
拡
張
さ
れ
た

•もの
と
し
て
、.

〉

製
永
：工
場)j: 

?
醸

造

所

：-
蒸
溜
工
場
一
な
、ど
が
.あ
る
。

と 

く

：に
ナ
ム
テ
ィ
ン.の織
差
場
は
、
：中
茵
の
援
助
に

_ょ：.っそ
、
；さ
ら
に
ニ
チ
台
，の
自
動
機
械
ぞ
め
他
の

^

た
，
か
く
し
てJ,

ブi/o

年
現
在

.この
'工場
は
一
万
一
|
千
名
以
上
ー
の
エ

*

を

使
, ^

し
、
そ
の
生
産
高
は
四
千
九
百
万
メ
ー
ト
ル
、

す

な

わ

ち

一 

:

九
一一

一
九

#当
時
：の
：ほ
ぼ
三
倍
の
実
績
を
挙
げ
た

。:'
.::

.

•

•

;

'

■

=-
.

ま
た
農
業
生
産
を
促
進
ず
：る
、と
共
に
、
：
そ
の
市
場
価
格
の
安
定
を
図
り
、
か
つ
輸
出
の
増
加
を
助
成
す
る
た
め

)

に

食

料

品

工

場

の

建

設

も

促

進
 

'さ
れ
た
。
か
く
1;
て

|

九
六
0
年
の
食
料
エ
業
生
産
高
は
、；

::

ー
九
3:
五
年
に
比
；：し
セ
、

—*
:
.

:ー：
靈

增

加

し

た

。
へ

.'

中
央
経
営
の
工
業
と
並
ん
で

、̂
 
A0六
0地
方
エ

.業施
設
：や
数
百

.の手
工
業
合
作
社

.が形
成
さ
れ
、

.̂そ
れ
ら
，が
国
内
消
費
用
の
各
種
の
消
費
財 

の
生
産
を
行
：い
、.日常
消

費

物

資

：

に
：：.

つ
：
い

て

は'
 
次
第
に
自
給
鈴
の
状
態(
I
づ

I 

九
六0

年 

末
の
比
較
に
お
い
て
，
：繊
維
は
九
倍
、：

y

砂
糖
六
倍
、
紙
類
五
倍

::
'煙
草
ニ
ニ
倍
、
■自
転
車
四
六
倍

と

い

ぅ

成

績

を

示

し

.
た

0一
九
六
o
年
に
ぎ 

る
日
用
品
の
生
產
は
、
：ニ：九

3:
七
年
に
比
較
し

.て、」

六

|九
倍
の
増
加
で
あ
づ
た
。

..
'り
、
；

'■'
,

基
礎
建
設
部
門
： 

•
:

莲
礎
建
設
部
門
と
し
て
は
一

.九五
五

-六
〇
年
の
間

.：に、

..
中
央
経
営
お
よ
び
地
方
経
営
の
総
計
}、>〇
ブ

そ
の
中
に
は

-1
〇
五
の
大
型
な
ら
び
に
：中
型
の
：エ
：事
が
含
ま
れ

」

て
お

.り、:

大
型
工
事
め
中
に
は

.、：電
力

、
；鉱
業
、
肥
料
工
業
、

'ボィ
ラ
ー
ハ
ゥ
ス

、
.

木

材

加

：
エ

企

業-'
食
料
品
加

.エ企
：業
な
ど
が
含
ま
れ
て

.いる
。
ま
た
機
械
製
造
、
化
学
、
冶
金
、
食
料
工
業
の
新
し
い
部
：門
も
建
設
さ
れ
た
。

.

. 

.

 

•

•.
 

.

•

そ
し
で
大
都
市
の
エ
業
セ
ン
タ
；丨
の
外
に
、
タ

'ィグ
.エ，ン
、
ビ

..
ヱ
ッ
ト
チ
、
タ
ィ
ン

’ホア
、

'ビ
ン
等
：に
も
新
し
い
.エ
業
セ
ン
タ
ー
が
設
立
な
い 

し
は
設
立
中
で
あ

.
^

'.
,
'

 

'

.かく
し
て
過
去
六
年
間
ヒ
、
基
本
建
設
部
門
向
の
投
資
は
ゾ
大
体
年
予
算
の
四

^
^がら
五
七
ょ
五

を̂
占
め
、
と
く
に
第
一
次
五
力
年
計
画 

で
は
、
こ
の
投
資
は

_家
芰
出
の

.四：
八

％

を

卢

め

：
、

前

.の五
力
年
間
に
比T

V

ー
五
〇
％
多

く

な°て
い
る

。:'
:
"

な
お
こ
の
期
間
に
お
け
る
経
済
発
展
の
指
標
と
し
て
役
立
つ
若
干
の
統
計
を
付
記
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る

。
:

:

; 

.

 

.

 

.

i

農
業
合
作
社
へ
参
加
の
農
家
戸
数
.
••'
.

 

.

:
;

'

.
::

.

.

ー
九
五.七
年
;

;:
.
'
.
ー
九
'3
1八
年

:

.
J
;

九
五
九
牟

：：

：

.
:
'
.
ー
九
六0
年

.

.

〇

ニ
.一
七
^

：

.
：

四
'
•
七
四
 
％ 

:

 

四
五
•
四

^

.
.

.
.

V

 

八
五 
％

:

(

七
四
〇
戸>

,;
ニ
ニ
六
、
五
〇
〇
戸

)
(

一
、
ニ
四
ー
，
三.〇
〇
戸)

(

ニ
、
三
六
八
、
八
〇
〇
戸

)

:
資
本
主
義
商
工
：業
の
社
会
主
義
商
工
業
べ
の
前
進

'

■ 

，
一
九
五
四
年
.

.

：

：

一
九
五:/
\
年
,

.

'

.

'ー
九
六
〇
年，
：

.

.

：

\

:

0
%
. 

f

o•.五 
％ 

ー

.
0
0
%
'

.

.

1
九

五

五

年
:'
:

.

:ー
九
五
七
年.

:

'一
九
五
九^:
：
，

i

v

1

九
六
〇
_

H

業
生
産
額
：
:
三

;:

六

六

〇
.:
,八
六
、
四

九

〇

:
:
1

三一
、

'一
ニ

ま
: .

-1
五
三
、
' 五
〇
o 

ン
農
業
生
産
額.

ー
五
六
、
四

五

〇:

.

1
八
九
、
.
三
七
〇

;

,

.

:11

三
八
、
四
 
一
o 
:
 

'
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I
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ぐ
.
，
ぐ

.

.

 

:
 

.
:

,

.

 

.

■/
■

■

.

 

' 

.

::. 止

述
のH

業
発
展
の
推
移
；
ら
見.て、
：か
九
り
躍
進
的
と
の
印
象
を
与
え
る
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
経
済
建
設
も
、：
そ
の
内
面
に
な
お
微
妙
か
つ 

困
難
な
阱
題
を
含
ん
で

_.
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら

.ない
。
：す
な

.：わ
ち
既
掲0経
济
文
化
発
展|
^年計
画
を
終
っ
て
、
社
会
主
義
建
設 

第
ー
次
五
ヵ
年
計

_へ
進
む
に
際
し
、
深
く
内
省
さ
れ
た
こ
と
は
、

.次Q1

一点でたブ八

: 

. 

;

■ 

■ 

. 

.

.
'

 

ぐ
..
'.

束
南
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
と
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
経
済 

：ー
三

'"(

ー
〇
三)
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_

:

L

_

、

i

同
程
度
め
も
の

I
待
し
た
が
、
そ
れ

S
現
さ
れ
ず
に
、
農

,エの
発
展
に

.ァン
、、ハ
ラ
ン
ス
を
生
じ
た
。
そ
の
理
由
と
し

て

、

y議
生
產

.社，
：雇

め

■
な
自
適
靠
美
然
資
源
に
依
存

V
H
P

こ
と

_ 
(

と
く
に
老
年
の
農
民
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
想
像
以
上
に
困
難
で
あ
る
こ
と)

■

が
、

•再確
認
さ
，

e

た
。

へ
に
第

.—
次

■
年

I
で
は
、

し
た
力
っ
て
、

.

.
第

1;1
は
む
じ
ろ
前
向
ぎ
に

、

6 

o

バ
っ

I
翌
の
達
成
期
に

.は、
革
命
的

I
治
的
：，
軍
事
的
な
思
想

f 

九
五
五
：年
か

I
七
年
に
か
け
て
の
，

回

復
期

I
、
計
画
的
に
実
務#処
理
す
る
能
力
が
要
請
さ
れ
、
さ
ら
に
；

一；：

九

五

八

年

以

降

の

祭

最

に

入

っ

.
て
か
ら
は
、
、
そ
の
た
め
の
訓
練
が
意 

識
的
に
行
わ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
 

：

へ

そ

の

籰

.こ：う
し

た

鐘

を

通

じ

て

、
分
散
的
ま
た
は
固
定
的
な
旧
：い
思
想
は
変
革
を

う
げ
、

「

経
済
管
理」

の
墨
が
形
成
さ
れ
か
つ
進 

展

I
t見
S
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
次

.五
I
計
画
に
よ
る
社
会
主
義
化
へ：

の
主

#.
的
基
礎
の
造
成
を
意
味
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る

が

、
 

そ
れ
が
菜
し
て
充
分
な
条
件
た
り
う
る
か
否
か
、
，今
後
の
実

績

に

よ
.

っ
文

^

し
か
も
第
一
次
五
一
力
：年
計
画
の
発
足
な
ら
び

I
行
に

.際し
、
，
右
の
よ
う.な主
体
的
甚
礎
：の
整̂ 

次
の
よ 

う
な
問
題
点
の
存
在
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
べ
き
と
思
わ
れ
る

。
.-

■

 

V
'
.
'

㈠I

九
六
〇
年
末
の
議
に
お
い
て
、

.北ヴ
ィ
エ
：
ト

ナ

ム

の

農

総

生

産

額

中

、
：近

代

工

業

_の_分野
の
占
め
る
比
率
は
一
五
％
に
止
ま 

り
残
り
の
八
五

f
な
お
後
進
的
な
経
済
体
制
片
よ
る
生
産
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
現
実
は
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
：ム
の

I

I化 

に
と
っ
て
、
：.
物
質
的
な
制
約
.
と
な
る
と
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

：
ン

.

.. '

^

©

文
化
水
準
が
低
く
、

と
く
に
技
術
者
の
：不
足
：に
よ
り
、
生

産

*の近
代
化
の
.遅
滞
が
危
惧
さ
れ
.る。
'

0
デ
ル
タ
地
帯
と
山
岳
地
帯
の
発
展
の
ア
ン
、、ハ
ラ
ン
ス
が
、
両
者
の
統
一
的
発
展
の
計
画
化
を
面
難
に
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

- 

. 

.

レ

.

㈣.友
好
諸
国
か
ら
の
援
助
の
導
入
に
関
し
、
こ
れ
ら
の

.諸国
も

11
国
の
建
設
に
手

'ー.杯で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
へ
、
よ
り

y上
に
北
ヴ
ィ
,

.

.

.

. 

' 

.

エ
ト
ナ
ム
自
身
と
し
て
の
建
設
努
力
を
必
耍
と
す
る
：で

4

ろ
う
。
：

■ 

. 

. 

.

.... 

. 

■ 

.... 

.

.

. 

- 

.

.

. 

. 

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'
.
- 

.

.

.

.

.

.
:

.

.

.

.

. 

' 

.

•

加
う
る
に
南
北

I分
割
さ
れ
た

.グィ
ェ
ト
ナ
ム
の
建
設
が
、
将
来
に

>おけ
：る
統

-を
も
考
慮
：に
：入
れ
る
と
：す
れ
ば
、
：
そ
：

Q
生
産
計
画
に
し
て 

も
、
.い
っ
そ
う
複
雑
な
證
を
含
ん
で
く
る
こ
■と
が
予
想
さ
れ
る
。

.ぐ

.

V

,

. 

.

.

. ノ
 

. 

. 

- 

•

...
要
は
こ
う
し
た
困
霍
を
含
み
な
へ
が
ら
重
工
業
優
先
の
社

'̂
主
義
化
を
自
標
と
す
る
北
ヴ
ィ

-ト
ネ
ム
の
経
済
建
設
の
前
途
は
、
決
し
て
安
易
な

途
で
は
あ
り
え

'ない
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
'

':V.

....

.

.

.

.

.
•
.

.

. 

.. 

-
-
-
- 
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.

.

.
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.

.

.

. 

.

.
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'
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:

東
南
ア
ジ
ブ
地
墚
に
お
け
：る
社
会
主
義
ダ
ル
丨
プ
の
有
力
な

1員
ど

.1

..-
1
:.'
'
:
建
設
を
企
図

.しつ
：
つ
，あ
る
北
ヴ
ィ
ェ
.トナ
ム
に
対
し
て
は
、
当

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

ノ
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

-

然
，
世
界
：の
他
の
社̂主
義
諸
国
か
ら
経
済
援
助

.の，手

.が差
し

»べ
ら
れ
て
い
る
。

'同国
は
北
蛘

> モ
ン
ゴ
ル
、

'
:
ア
ル
バ

'
-
一
：
ア
を
除
く
八
つ
の
社‘ 

会
主
義
諸
国
か
ら
の
経
済
援
助
を
受
け
：て
い

.るが
''
'な
か

：
で

も

そ

：
の
.主な
：る
援
助
者
は
ソ

..
連
邦
と
、
と
く
尤
隣
接
す
る
中
共
亡
あ
る

。
.

:こ：：
；
の

商

国

ば

共

に

.ー
.̂
五

5:
年

_り
，
他
の
社
ム
罜
義
諸
国
は
：
大
体
ー
九
五
太

 ̂

f
t 

I
'
戦

S
•
の
後

?J

う

t>
た
外
国
援
助
が■.北
ヴ
；ィ

：.ェ'トナ
ム
の
：国
家
建
設
：
.と；経
済
復
興
に
、
ぺ
大
い

 

.わ
が 

国
に
お
い
て
はI

」

の
点
贮
う
い
：.：て_の資
料
ぬ
乏
し

.いが
、)

そ

:

•

■ 

...

.
 

’

.ソ
連

_の
社
会
主
義
諸
国
に
対
す
る
経
済
援
助
が

:>
:
,
単
；に
自
国
の
製
品
に.対^
^
^
^ ̂

と
く
に
泜
開
発

.

-

:

'

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

 .
J
-

.
'
.
•
.
.
.
.

■

.

.

.

.

国
の

'#
#
^
義
建
設
に
協

す̂
る
こ
，と
に
よ
，

.CV

て

、
.
社
会
主
義
圏
全
体
と
しV

の

^
^拡張
：を
目
標
と
す
る
と
い
う
政
洽
的
考
慮
に
：よ
.っ

T
K
#

束
南
ア
ジ
ア
の

r倩
勢
と
北
ゥ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
経
済 

.■へ. 

一

1丄，.(

一

O
E

) 

•



_
 

,

.
 

1

六 

a

o

六)

■ 

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ぅ
ま
で
も
な
い
.
そ
し
て
北
ヴ
イ
ェ
卜
ナ
ム
も
、

こ
ぅ
し
た
活
動
の
対
象
と
し
て
、
，例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
. 

'

一.
九

：五

五

年

七

月
”

：
：
ホ

チ
i

->
:
ミ

へ
四
億
ル
'丨
ブ
^-

.の，
撰̂
助
を
与
え
'
ー
北
ヴ
イ
ェ
ト
ナ

A'
の

.経済
の
復
興
と
建
設
を
援
助
す
る

_ど
を
約

1.
た
。；：同
時
に
按
術
援
助
を

反
極 

へ
め
、

'タイ
ェ
ト
ナ
ム
人
技
術
者
を

'
K
連
邦
ま
た
：は
ケ
イ
工
：ト
ナ
ム

^̂

_^
..

の
後

.一,:_.

ブ

3:
六
年
に

.一.
1
.
|

へ

.
0
0
0
:̂

ル
彳

.フ..
ル
.
.
.
一
 
九
五

..
七
架
に

.

S
、

....

七

.0
O
万

.ル.

.
I
ブ
へ
ル

.、：'..

き

.'
ら
に
ー
九

..
五
九
印
：に
は^

1
ブ
ル
：
の.. 

嘬
期
貸
付
協
定
が
：締
結
さ
れ
た
。

.'

そ

し

；
：て

；
1
:
.
九
五
；七
年
末
ま
で'に赠
：与
：さ
れ
た
物
赞
钱
米

^̂
^̂
^

総
額
ニ
億

丨̂
ブ

..
ル

相

当

に

土

；
？
た
；
と

伝

ぇ

ら

れ

^
;
人

 

し

：
；
：
：
，
；
：

^

た
が
っ
ズ
.と
の
_

ま
'洛

援

助

の
.主
：な
內
容
は
,>
ッ
戦
乱
後
の
困
窮
を
澈
済
す
る
- 

.

_

そ
し
て
：一
九
五
九
萍
三
月1 |1

日
、
.
パ
ン
イ
で
成
立
し
：&
両
国
間
の
経
済
技
術
援
助
.協
定
に
ょ
る
と
、
火
力
発
電
所
の
建
設
や
炭
坑
の
開
発
な
ど 

が
主
な
る
対
象
と
さ
れ
て
お
り
ソ
漸
く
経
済
建
設
へ
の
協
カ
心
体
制
が
進
め
ら
れ
て
き
た
^

.一
中
共
と
北
ヴ
'イ
ェ
ト
ナ
ろ
と
の
経
済
関
係
は
、

' '

一
 
九
五
西
年
七
月
に
締
結
さ
れ
た
バ
丨
タ
ー
讓
定
書
お
ょ
び
両
国
国
療
地
带
に
お
け
る
小
額
取 

弓
に
関
ず
る
議
定
書
に

Sつ
い
て
始
め
ら
れ
た

;0
そ

し

.
て

同

年

十

 
一：

|

月
に
は

.、北
京
に
お
い
；
て
、
北

ヴ

イ

ェ
：
ト
ナ
ム
；€>
.交通
•通信
事

業

お

ょ
び 

水
利

®業
の
復
興
建
設
に
関
す
る
援
助
協

の̂
締
結
が
行
わ
れ
た
。

の̂
主
な
る
内
容
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

■ 

U鉄道
：
北
ヴ
イ
：

.ェト
ナ

ム

政

府

は

，
ハ
ノ
イ
か
.らド
ン
ダ
ン
に
い

..
た

.りぐ
中
国
の
睦
南

[1
に
接
練
す
る
鉄
道
の
復
旧
エ
事
を
、
中
国
交
通 

工
程
会
社
の
鉄
道H

程
総
隊
に
依
頼
す
る
，
中
国
は
北
ヴ
イ
ェ
：ト
ナ
ム
が
必
要
と
す
る
機
関
車
、
車
輛
そ
の
他
の
資
材
を
供
給
す

る
。

(2
抵
便

_

電

信一

プ
五
五
年
；
一
月
一
日
力
ら
両
国
間
の
額
便
、
.電
信
事
務
を
正
式
に
開
始
す
る
。
中
国
は
北
ヴ
イ

ェ
ト
ナ
.ム
が
必
要
と
す 

る
郵
便
、
電
信
議
お
よ
び
設
備
を
供
給
す
る

。

.

. 

ノ： 

： 

V 

... 

.
V
.

⑶

自
動
車
道
路
。

•
.
中
国
は
北
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
が
必
要
と
す
る
道
路
建
設
用
の
機
械
、
材
料
、
修
理
工
場
、
タ
イ
ヤ
ェ
場
の
設
備
を
供
給
す
る
。
 

こ
れ
に
次
い
で
翌
五
五
年
七

.月に
は
、

ホ

ー:チ

ー
•

ミ
ン
主
席
を
目
長
と
す
る
北

ィ̂
ェ

'トナ
.ム
代
表
団
の
北
京
訪
問
を
機
会
に
経
済
文
化 

協

矩

が

結

ば

れ

：
た

。
：
そ

れ

に

ょ

る

と

、
..
■
■'
.
:■
, 

: 

*
:.
'

,⑴
、北
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
が
：長
期
の
戦
争
の

«手
を
癒
や
し
：、

へ
国
民
経
済
を
復
興

発̂
展
さ
せ
る
の
に
協
力
す
る
た
め
、
中
国
は
八
億
元 

(

約

.三億
五
、パ

o〇
〇
万
ド
ル)

を)

無
償
で
北
ヴ
イ
ェ
ト
ナ
ム
へ
赠
与
す
：る
タ
：

'

:
?
,

ー

'

.

:

⑵

'中国
は
北
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
が
右
の
資
金
を
用
い
て
：
鉄
道
、：
国
内
河
川
の
埠
頭
，
：
.橋梁
、

''
1
:
路
の
復
興

«:
建
設
、
紡
績
、

'.
.皮革
、
医
療
機 

械
、
氣
気
材
料
、
農
機
具

;製
紙
な
ど
办
企
業
の
復
旧
と
新
設
を
行

5の
に
協
カ
ず
る

:̂
ン

ン

.,
'
>

「

;.
:.
•
'
;
.
'
•

•■
.
:
⑶

'中国
は
北
ヴ
ィ
土
ト
ナ
ム
が
鉄
道
、

Ml̂
r橋
梁
、
工
場
な
ど
の
復
興

.建
設
を
行
ぅ
場
合
の
設
計

•施工
を
援
助
す
る
た
め
、
技
術
者 

を
北
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
：へ
派
遣
す
る
。
同
時
に
北
ヴ

<ェ
ト
ナ
厶
は
労
働
者
を
：中
国
の
生
套
部
門
に
派
谴
し
、
実
習
を
行
わ
せ
る
ァ

.

⑷

両II

経
済
の
発
展
と
人
民
め
生
活
向
上
を
促
進
す
る
だ
め
、

.双方
ゆ
平
等

•互專
の
厫
則
：に
基
づ
き"次第
に
相
互
の
貿
易
を
拡
大
さ
せ
る
。
 

か
く
し
て
隣
接
国
と
し

'ての
中
共
の
援
助
態
勢

.は
:'
前
述
の
シ
速
邦
の
そ
れAI

比
較
し
て
、
当
初
，か
ら
著
し
く
具
体
的
か
つ
：建
設
的
で
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

.蓋し
社
会
主
義
圈
全
体
、
と
り
わ
け
中
共
の
立
場
ょ
り
見
て
、
北
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
：ム
の
社
会
：主
義
建
設
の
早
期
完
遂
は
、
そ
の

•
 

..
 

.

.

.

. 

-
 

■

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
進
出H

作
の
強
力
な
足
場
の
構
築
を
意
味
す
る
か
ら
に

.外な
ら
な
い
。

そ

の

後

翁

共

は

、
：対
北
ヴ
ィ
I

ナ

ム

へ

磐

極
f

援
助
S

:
を
持
続
し
た
。
す

な

わ

員
 ̂

ノ
イ
で
謂
さ
れ
た
一
九 

五
七
顏
の
議
定
書
に
ょ
り
、：

日
用
品
製
造H

:
#
.

の
建
設
：に
必
襄
な
援
助
の
実
行
が
約
：ざ
れ
、
' ま
缚
：ー：.九
五
八
年
ー
ー
ー
月
、：
北
京
で
調
印
ざ
れ
た
一 

九
五
八
年
度
議
矩
書
に
ょ
り
、::
十
八
種
に
の
ぼ
る
ェ
篆
企
業
の
新
設
拡
張
：ぬ
関
す
る
援
助
が
取
極
め
ち
れ
た
。

'
■
:
; 
く

：
.

..
さ
ら
に
，
一
九
；五
九
年
ニ

月)

に
は

r戚
浓

.の：五

.五年
七

.̂
;に
調
印
さ
：れ
尨
^
 

両
国
経
済
関
係
の
強
化 

を
目
的
と
ず
る
七
づ
の
協
定
が
成
立
し
ぢ
ゾ
こ
れ
に
ょ
ら
で
电
共
&

北
ヴ
ィ
ギ
ト
^

 

..
一
九
六
七
：年 

:東
南
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
と
北

ダ
ィ

ェ
トナ
ム
経

済

;•
: 

. ニ：
七

：

(

—?
〇
七)



.
-以

，

物

資
にょ
：る
償
還
名
い.
}寛
太
な
条
件
の
：下3

 

億
元
の
無
欧

援
助
を
与
え
て
、
鉄
鋼
工
場
、
造
船
所
、
肥
料
工
場
、
紡
績
工
場
等
の
拡
張
と
四
十
九
企
業
の
建
設
を
援
助
する
こ
と
に
な
っ」

こ
。

_

:

づ
そ
の
«

の

共

產

諸

：国

の

援

助

^̂̂
^̂,

>

^

..
'

ソ
連
邦
と
■
の

'外ノ
東
ド
そ
ッ
、.チェ
.コ、
，
ポ
丨
ラ
ン
ド
、.ブル
..
ガ
リ
；ァ
、'ハン
ガ
リ

I、
.
Tマ•ニ
ァ
の
諸
国
は’医
療
、
漁
業
、
鉱
山

調
査
、
：：
雜
露
所.お
.ょ
び
各
毺
の.ェ
場
遽
設
等
、
広
い
分
野
に
亘
，
っ
て

0
援
助
.を
.

^

■ 

'
'
ン

む

.

：

'

す

.'
:
,
；:
.
び

_
 

南

北

統

一.問題
を
め
ぐ
っ
て——

へ

.

西
に
お
げ
-る
東
西
両
ド
イ
ッ
：の
分
割 

>
.
東
に

*け
る
北
鮮
と
韓
国
：の
一
：一
分

AJ

軌

を

同じ
く
し
て
、
ヴ
イ
ェ
：
.ト
ナ
ム
も
‘

た
. 
一

1五
：四
年
匕
？一. 

o日
‘
.の
ジ
ュ

.ネ
Iヴ
依
戦
協
定
以
来
、
十
七
度
線
お
^ '
と
し
：0
寐
北
.：に
分
裂
.：し
た
史
ま
対
立
ど
：摩

擦

を

繰

り

返

し

る

。

こ
ぅ
し
た
、
為^
• 

政
治
的
な
分
割
が
、
民
族
を
■二
分
し
て
，
.じ

.か
も
相
互
間
の
対
立
感
情
を
激
成
茗
■

る
事
実
f

東
こ
と
I

族
的
悲
劇
で
あ
る
ば

t
で 

な
く
、

'世
界
平
和
の
維
持
を
脅
か
す
禍
因
の
：
ー
ぐ
つ
で
あ
各
と
い
へ
れ
な
く
て
は
が
ら
ょ
い
。

 

 ̂

 ̂

' 

V

も

と

も

と

..
シ
ュ
ネ

Iヴ
協

走

に

ょ

れ

は.一九
五
：六
年
七
月
に
銃
一
自
由
選
挙
の

.実施
が
予
定
さ
れ
、：

'分割
は
そ
れ
ま
で
の
過
渡
%
•
便
宜 

的
手
段
と
自
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し

.，：南
ヴ
イ
モ
ト
ナ
ム
政
府
は
.、

,;
:
こ
，の
ジ
ユ
ネ
I
ヴ
協
定
へ

.の：調
印
を
拒
否
し
た
：こ
と
を
理
由
と

し

て

、

当 

初
ば
統
一
選
挙
を
施
行
す
る
義
務
を
負
わ

.ない
と
主
張
し
た
が

_そ
，

_
そ
の
態
度
を
緩
和
し
て
、
北
ヴ
イ
で 

の
自
注

挙̂
を
実
行

.b
,
ぅ
る
状
態
に
な
れ
ば
、
こ
れ
を
受
諾
ず

.る用
意
の
あ
る
旨

'を
-明し
.た
，
 

.‘
 ヾ

.こ
れ
に

.対し
、
北
ヴ

'イェ
ト
ナ
ム
侧
は
、

..
ー
：九
五
七
年
七
成
以
来
う
数
：回

に

亘

0ぜ
、：
南
ヴ
イ
ェ
'
ト
ナ
ム
総
統
ゴ
ー
，

•デイ
ン
•デ
イ
ェ
ム
に

奮

を

送

り

V

 

S

統
一
選
挙
実
撕
の
た
め
の
予
備
会
議
の
開
催
、
：
南
北
.雨

国

相

互

Q
軍

隊

縮

小

：
問
題
、
通

商

関

傲湯

立

な
ど
に
つ
い
て
り
双
方

の
会
談
陳
催
の
提
案
を
繰
返
し
て
き
た
。

‘ 

」
：

:

,•
ハ

,
.

■
. 

:

:
 

.

 

:

 

.

.し
か
し
な
が
ら
、
，南
ヴ
ィ
ネ
ト

.ナム
政
府
は
、

1今
後
も
自
由
選
挙

0:
実
施
お

.ょび
南
北
統
ー
に
関
す
る
政
策
を
堅
持
し
て
は
ゆ
く
が
、

㈡北 

ヴ
ィ
：エ
ト
ナ
ム
が
恐
怖
政
治
を
継
続
し

.てい
る

»:
1
«ー；
選
挙
は
存
い
え
な
い
、と

の

態

度

史

斯

獲

|し
て
、'その
解
答
と
し
た
。

し
か
も
両
国
を
め

.ぐる
国
際
情
勢
の
展
開
、；

と
く
に
米

•ソ
を
中
心
と
す
る
東
西
両

.

i
：

営
の
対

.立関
係
の
持
続
：に
加
え
て

■、南
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
'ム

--• 

.

.

.

.
 

•
 

•
 

» 

.

.

.

.
に
対
す
名
北
ヴ
ィ
エ
ト
ナ

ム

共
産
汾
子

0
.
侵
入
と
攪
乱
エ
作
め
強
化
；
：

〈

ぃ
：わ

.ゆる
ィ̂
エ
ト

.

.
コ
ゾ

の
：活
動
激
化

)(

は
、

.益
3両
国
間
め
軋
櫟
を
恶
化 

せ
し
め
る
に
役
立
ち
、
：両
者
間
の
詰
し
合
い
：に
ょ
る
妥
協
成
立
の
前
途
：は
、
；
各
ら
に
，難
；

ぐ̂

な

0;
た

|尤解
さ
れ
る
。
：

こ
と
に
ラ
、オ
ス
問
遛
の
錯
綜
化
は
、
右

€)
*情
を

さ

ら

，
に

複

雑

化

-1
.た
と
い
え
る。',
'
.
:
_

立
は

、1

時
的
に
：
こ
の
地
区
に.おけ
：る
両
陣
営
の
対
立
を
綾
和
す
る
か
の
感
を
与
え
る
が
、
：す
で
に
指
摘
じ
た
如
く
、
そ
れ
は
決
し
て
問
題
の
解 

■.決を
意
味
す
る
も
の
で
：は
：な
い
。
：
：む
し

.ろ。フ
ー
マ
政 

げ

た
.0
:
こ
札
に
対
ず
る»ヴ
.ィエ
ト
ナ
ム
の
反
撥
：と

.対抗
策

.の.
^
^
か
ら
、
南
北
統
；
問

題0近
.い|
に
お
け
る
解
決
は
殆
ど
：不
可
能
視
さ
れ

.るに
い
た
：つ
た

。
.. 

：

；

.:
:
.

■.
:

:

:;

:
.
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:(

丨
 

7

.
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:
'
:
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■
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•
 

• 
•
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.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

と
と
に
ヴ
ィ

'エ：ト
:0

コ
ン
に
对
す
る
作
戦
ど
し
て
、

'.
ア

>
:
リ
ヵ
軍
：の
増
強
と
、；'と
く
に
そ
の
へ
リ
コ
プ
タ
. 1

部
隊
の
利
用
に
よ
る
ヴ
ィ
エ

.
ト

*

コ
ン
根
拠
地
へ

.

Q

攻
撃
、
農
民
自
衛
組
織
.と
.し
て
9
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク

■:
•
ハ
ム
レ
，ッ

ト(

戦
略
部
落
丫
の
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

'か
く
し
て
、

」
」

の
地
域
で
：は
一
フ
オ
ズ
：に
次
い
で
、
文

字

通

'-
0東
西
両
陣
営
：の

.

「

代
理
戦
争
：

」

：が
漸
次
熾
烈
化
す
る
機
運
を
濃
く
し
て
い
る
。

:
.
し
が
も
南
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
：ム
の

_内
統

|は
必
ず
し
も
充
分

.でな
く
、
ゴ

.

デ̂
ィ
エ
•ム
総
統

.へ.の
不
信
感
の
増
大
と
、
；ヴ

ィ

エ

ト

•

.コ
 

Vに
呼
応
す

3 

■
ガ

ィ

：
；
エ
ト
：
ナ
：

'A
民

麓

放

戦

線

の

；
強

化

が

伝

え

.
ら

办

K
?

折
柄
、

局
面
め
：い
つ
：そ
ぅ
の
悪
化
す
ら
想
像
さ
れ
て
ぃ
る
：。

こ
.

の
ょ
ぅ 

な
情
況
の
下
で
、
：
'雨
イ̂
：

H:

ト
ナ
ん
か
民
族,
«
-
は
、

■何時
実
現
さ.れる
が

:予
测

の

、
限

り

で

が

い

。

こ

で̂
:%
ま

た

今

後

暫

べ

は

こ

の

民

族
 

的
願
望
に
優
先
す
る
国
際
政
治
環
境
の
動
向
：に
、
注
目
を
払
ぅ
以
外

.に、
適
確
な
鬼
通
し
を
も
ち
え
な

'1
'、と
告
白
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
セ
あ
る
。
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